
伊香立保育園         

 

伊香立保育園では、雨のプログラムができました。 

植物の特徴を生かした、「見立て」遊びで、琵琶湖にいる生きものを知るプログ

ラムと、雨の中で泥んこになってあそび、雨が川になり、琵琶湖になることに気づ

くプログラムです。 

 

 
 

いつも使っている園の畑が「かおりの森」になりました。様々な植物を触ったり、におっ

たり、味わったりすることで、自然の中には様々な味があり、においがあり、感触がある

ことに気づきました。 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
園庭のぬかるみや水溜まり

で泥んこになってあそびます。雨を五感で感じることで、一滴の水（雨）が集まって大き

な琵琶湖になることに気づくプログラムができました。 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
 
 
 

▲琵琶湖完成 
「雨が川になり、琵琶湖にな

ったね。」 

▲大またで歩いて足跡を

いっぱいつける 

「かおりの森に行こうよ！」のプログラム

「どこからくるの？びわこの水」のプログラム 

これが一番

いいにおい 

ぐちゅぐちゅする

と、いっぱいにお

うよ 

水のにおいがする。 

川ができて

きた。 

口の中に

入った。 

シャワーだ。雨のい

いにおいがする。 

あっ！水が

流れてきた。 

琵琶湖は大

きいなー。足が抜けない。 

あー！やっぱり

においする。 
かおりの森やー ▲お味はいかが？ 

ザラザ

ラして

るね。 

日時：平成18年 6月 22日（木）13:00～17:00 

   平成 18年 6月 26日（月） 9:00～17:00 

場所：大津市伊香立下龍華町566 

※毒のある植物もありますので、

かじったりする場合は指導者の

もとで行いましょう！ 



 
琵琶湖にいる生きものなどを葉っぱ

や花で作り、園庭に作った琵琶湖に浮か

べます。琵琶湖にはたくさんの生きものがいることを知りました。 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

   

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

参加された先生の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ＆Ａ                   （解答：講師 島川武治（しまっち）） 

「これ何に見える？」のプログラム 

▲ふりかえり 
支援者「琵琶湖の中にある葉っぱはどうしようかな？」 
子ども「かおりの森に返そう」 

声

雨の日に外であそぶということを考え
ていなかった。雨ならではの自然体験
に、子どもたちは夢中になっていた。
慣れないためか、少し疲れたけれど充
実感と満足感があった。忘れていたも
のを考え直す機会となった。 

Ｑ：葉っぱ等の中にはかじってはいけないものもあると思う。見分け方は？ 
A：食べられる果実がなる葉っぱは大丈夫。キノコではしない方がよい。知らない植
物はかじらないほうが良い。 
Ｑ：自園でも雨の日に外に出たいが、園の先生や保護者にどのように伝えればよい
か？ 
A：先生には実際にこのプログラムを一緒にしてもらい、雨の魅力を伝える。保護者
にはプログラムのねらい、安全面を確保しているむねを説明し、必要な服装（カッ
パと長靴）をお願いする。 

今までの保育の中では「におう」「味わ
う」をしていなかった。 
子どもが「先生、この葉っぱいいにお
いするで」と葉っぱを持ってきた。「か
おりの森」のプログラムが「どこから
くるの？」のプログラムに、子どもの
中でつながっていると感じた 

葉っぱを返しに行く時、ポイッと捨て
る子どもたちはいなかった。「この葉っ
ぱに似ているからここに置いておこ
う」などそっと返している姿が見られ
た。あそびに満足していたからだと思
う。 

自然体験のあそびの中で子どもたちの
生活や地域性が表現されていた。地域性
を活かした保育の重要性を再確認でき
た。 

葉っぱの舟が

できたよ。 

目がパッチリの魚がで

きたよ。アジサイの花で

目を作ったの。 

この葉っぱと同

じだから、ここ

にかえそう。 

舟が琵琶湖大

橋の下を通っ

ているよ 

長い葉っぱを使っ

て、釣りをしてい

るの。 
えさもつけて・・ 


